


総評“表現することで得られる開放感”／大西みつぐ�
今年で30歳になるこの『トップアイ』ですが、かつて何度か取材として地方の高校を訪問させていただいた

ことがあります。海辺や新しい施設などで楽しく撮影会を行なわせていただきました。その頃の顧問の先生

方のお名前が今年も応募作にあるのはうれしい限りです。そして、お若い先生方はちょっと気恥ずかしいと

いう趣きながらも作品を寄せられています。トップアイは決して「大舞台」ではありませんが、着実に写真文

化を継承し、豊かな心を育み、表現することの喜びを分かち合う場として、生徒さんたちと先生方をしっかり

結んでいるという想いを強く覚えずにはいられません。先生方の作品は今回の入賞作品でもご理解いただ

けるように、奇をてらうような、あるいは受けや落ちを狙うといったものでなく、みなさん（多少の習熟の違い

はあれど）素朴なまなざしで被写体と相対していらっしゃいます。そこにはマッタリ感とでもいいましょうか、

表現することでの開放感といったものが感じられます。生徒さんと大いに共有できる部分といえましょう。�

広島県立庄原格致高等学校�

●D200  ●AF-S DX18-135mm　�

●Aオート(f/9)  ●ISO640

徳島県立徳島商業高等学校�

●D200  ●AF-S DX18-200mm  ●Pオート�

モノクロプリントにしたことで、日本の伝統文化の柔らかさ、優雅さ、

精神性といったものがよりよく表現されたようです。それは心の問

題へとつながります。アマチュアカメラマンさんたちがコンテストの

被写体としてせっかちに撮るのとは異なり、日本舞踊の間合い、

動きなどを落ち着いて観察しながら、また一方で教師として、生徒

さんの普段の姿を重ねつつ撮っています。そうしたまなざしが写

真自体にいい余裕をもたらしたのだと思います。具体的にいえば、

トーンの美しさと柔らかさ、空間の取り方（トリミングあるいはフレー

ミング）などにそれが出ています。「和」をテーマにしてシリーズ作

品としてさらに撮影されるとよいと思います。�

なるほど見事な三姉妹です。こうして受け継がれていく「絆」、それ

ぞれの「想い」が家族をつくり、人を育んでいくのでしょう。記念写

真の体裁ながらも、一家庭のうれしさを超えて「家族史」が浮かび

上がってきます。中華料理ですから、当たり前ではありますが、テー

ブルの丸さもここでは特別に際立っています。そして、食後という

こともあり、すっかり綺麗に片付いた食器が場を盛り上げています。

「食欲」という確かな幸せもあるようです。もう一歩近くから、俯瞰

するような格好で、ワイドレンズでぐっと誇張するとユーモラスな写

真にも化けそうな写真です。�

12年間メリノール女子学院で、私が最も心を砕き目標としていたことは、生徒一人一人の個性をどのように引き
出し、開花させるかでした。英語のクラスの中で元気いっぱい授業に参加する彼女、一見どこにでもいるような
生徒の姿が、日本舞踊では真剣なまなざしで舞う妖精に変身し、まるで違う人物を見ているかのようです。踊りの
真髄を極めることに努力し、芸術的そして人間的に自分自身を高めていこうとする瞬間を切り取った作品です。�

デジタルカメラで撮っているからといって、すべて「合成」だと判

断するような人はさすがにもういないと思いますが、念のために、

画面の中には大きな「鏡」があるだけです。こんなモニュメントは

どこの町にもありますが、いつ、どのような時に被写体とするかが

決め手。出番前というタイミングは絶妙です。鏡に映った踊り手

たちは、見ようによってはすでに踊り始めているようでもあります。

静止と動きという要素が並列されている面白さです。�

滋賀県立草津高等学校�

●一眼レフカメラ  ●28-80mm  ●フジトレビ100C�

●Aオート（f/5.6）  ●ISO100  ●フィルムスキャナ使用�

新潟県・中越高等学校�

なかなかお洒落な写真になっていますし、女の子写真の正統といったところ。フィルム

スキャナーで取り込んだまではよいのですが、ゴミが少し目立ちます。またトーンが残っ

ているところはよいのですが、コントラストと明るさを若干調節してクリアー感を出して

みるといいですね。それと下の部分のボケも中途半端に描かずにもっと積極的に入

れてみるのもいいでしょう。でも可愛い花なので、イチ押ししました！�

大阪府立東住吉高等学校�

●デジタル一眼レフカメラ  ●70-200mm�

●Aオート(f/5.6)  ●ISO200

暑い盛りの課外授業なのでしょう。すでに説明

を聞くのも辛いのかもしれません。子どもたちの

表情は「疲れたぁ～」と言っています。みんなの

表情がよく見えるところが魅力ですし、ユーモ

ラス。背景の屋内には大仏様でもデーンと座っ

ていそうな気配で、なおさら暑く感じられます。

そうしたイメージが思い切った縦位置のフレー

ムによく収まっています。こういうショットはやは

り先生でなくては撮れない一瞬でしょう。�

スナップショットの題材として、あるいは構図などもとてもよいものがあるのですが、

ここまで周囲が暗くなってしまってからですと、やはりコントラストが強く出てしま

います。まだ少し明るさが残っている時間帯を狙うか、あるいは、内蔵ストロボの

光量を落として、何度か光らせながら撮るなどのテクニックも必要かもしれません。

暗部の描写が少しあれば、十分にTopTeacher賞の候補になったのですが。�

審査員�
おおにし・みつぐ�

●「ねむいよー」青木聡　静岡県・相川学園静清工業高等学校�

●「応援団」阿部雄至 岩手県立宮古高等学校�

●「雨上がり」井上雄三朗 千葉県立柏南高等学校�

●「さようなら！ムーミン号」倉上保弘 埼玉県立児玉白楊高等学校�

●「父子の会話」小杉敏男 静岡県立磐田南高等学校�

●「水面より」高見沢 徹       京都府立福知山高等学校�

●「叫び」土井英明 愛媛県立今治南高等学校�

●「伝統の職人技」中野竜夫 愛知県立豊田東高等学校�

●「福男」弓場康廣 和歌山県立熊野高等学校�

�

1952年東京・深川

生まれ。「遠い夏」で

第18回木村伊兵衛

写真賞受賞。ニッコー

ルクラブ顧問、日本写

真家協会会員、東京

綜合写真専門学校講師、武蔵野美術大学非

常勤講師。�

おやこ�

みなも�

三重県・メリノール女子学院�

●D50  ●Nikon 105mm f/2.8 AF Micro  �

●1/30秒 f/8  ●ISO200





研修会の様子�

　私たち写真専門部会は1974年設立の県高等学校

写真連盟をスタートとして、県下高校生の写真活動を

応援しています。年3回の写真コンテストを中心に、写

真表現の幅を広げてもらおうと写真家を招いての講演

会や研修会も開催しています。最近ではハービー山口

先生、田村彰英先生、北井一夫先生が講演をしてくだ

さり、昨年は加納満先生が銀塩白黒写真について熱く

語ってくださいました。生徒諸君は大いに参考になった

ようです。研修会は年3回あり白黒写真の撮影技術と

暗室技術向上を主眼

においたものと、デジタ

ル写真を主眼においた

ものを開催しています。

今後も高校生の表現

力向上により一層の力

添えをしていきます。�

暗室だって、ひろびーろ。モノクロフィルムで撮った
作品は自分たちの手で仕上げます。�

全国のみなさん、こんにちは！ 全国の写真部を紹介する「ガンバレ写真部」は今年度も“北

から南まで”各地を訪ね歩く予定です。他校の活動を見て、ぜひ部活動の参考にしてください！ 

さて、新年度第一弾にご紹介するのは、個性がキラリと光る川崎市立川崎総合科学高等学

校のみなさんです。どうぞご注目ください。�

（後列左から）青木さん、粥川先生、大多和くん、渡辺先生、関くん、曽根先生、�田島くん、（前列）趙さん、日野浦さん、村田さん、浦くん�

顧問の渡辺先生（真ん中／
部員憧れの写真マスター！

）、

粥川先生（左）、曽根先生（
右）。�

思わず強面で写ってしまった部長・浦くんと、スパイ
シートークが魅力の副部長・村田さん。浦くんは「部
長の力なんかないっスよ～」と照れながらも、みん
なをグイグイと引っ張っている。�

満開の梅を熱写。レンズをとおせば、春の兆しも

すぐに見つけちゃいます。� これも個性豊かさ？�
メンバーにはプロのマジシャンとして活躍する人も！�

ジャーンプ！ カメラを両手で握って飛ぶなんてさすが…と思えば、一人はガッツポーズ（笑）。�

アレレ？ 看板・
人・柵となんだ

か変。�

どういう状況？
 … 鏡ごしに撮

影したのでした
。�

作品を見るときは
、いつだって真剣

。ついつい

無言になっちゃう
んです。�

スタジオには大きなラ
イトやシルクスクリー

ンなども完備。

これだけ揃っている
とはホントに贅沢。

�
部員：9

名（3年生4名、2年生5名、1年生？名…これから
入部！）�

活動：週
1～2回集合してミ

ーティン
グ・現像・技術講習・

作品セレクト
、月1回程度の校外撮影会（川崎市内～

横浜・都内近郊）、校内行事の写真記録手伝い、文化

祭での作品展示、コンテスト出品 など�

カメラ：
部所有のフィルム一眼レフ8台＋個人所有の

コンパクトデ
ジタルカメラ5台＆デジタル

一眼レフ4台�

収入：生
徒会から約14万円（業績が認められ徐々にアッ

プ！）

＋ 部員から年間約1,000円
徴収�

支出：フ
ィルム代・印画紙代・薬品類・イン

ク代・プリ
ン

ト用紙・写真店カラープ
リント代・展示用パネル など�

�

●�

●�

�
�
�
●�

�
●�

�
●�

同校は多様な学科がある専門高校。それを反映して、写真部にもデザイン・科学・総合電気・建設工学・情報工学出身の部員が所属し、趣味や感性がちがうメンバー達が和気あいあいと活動している。厳しいルールは設けていないが、週に一度のミーティングは全員参加とし、部員同士のコミュニケーションを重んじている。月に一度おこなう撮影会も、みんなでレッツゴ―。“自分のアンテナをしっかり立てて、撮影しよう！”と撮影をスタートすると、なにせそれぞれ持っているアンテナがちがうので、まったくバラバラの方向に歩きだすそう（笑）。この個性豊かさが持ち味です。�

フィルム写真とデジタル写真、両方とも同じく

らい大切にしているのが大きな特長。暗室

作業もデジタル処理も並行して実践している。

それを可能にしているのは充実の設備！ 専

門高校なので、広 と々した暗室に照明などが

整ったスタジオもあるのだ。学校の備品でデ

ジタル一眼レフまであるっていうんだから、うら

やましい限り。ヨダレが出るほど、恵まれた環

境でございます。�

撮影した写真は一覧プリントにして、部員全員に回覧。好きな写真にそれぞれがチェックする。本人の手に戻ってきたら、「え? これが!?」と思いもよらぬ作品に人気が集まったりすることも多々。コンテストの応募作品を決めるときにも、これがおおいに参考になるそう。もちろん、自身の感性がいちばん大切だけど、人からの評価で自分の写真の魅力を新発見することもたしか。友だちの作品をじっくりと見て考えることで、写真を見る目も育つし、他人の視点から自分の感性も刺激されるし、イイことずくめの“カワサキ式回覧方式”。ぜひ見習いたいっすね～。�

ガンバレ写真部では取材に協力してくれる

写真部を募集しています。誌面に登場して、

アナタの部の活動を全国にアピールしま

せんか？ 「ぜひ出たい！」という写真部（ま

たは写真部に準ずる部）の方は、★ワガ部

のPRポイント★学校・クラブ名★学校住所・

電話番号★代表者氏名を明記のうえ、トッ

プアイ編集部（連絡先はP12に記載まで

メールorハガキでご連絡ください。�

「まずは写真を楽しむこと。その
後に“シャッターチャンスを予感
するセンス”を身につけてほしい
です」。�

マギー利博と�
申します�

ひっそりとシャッター�
チャンスを狙っています�
（by渡辺先生）。�

予想外の作
品が一番人

気！�

趙さん撮
影� 田島くん撮影�

渡辺先生撮影�

校舎をバックにハイ、ポーズ！！�



みなさん、こんにちは！ 入学式や進級がある春はスタートのシーズン、

これから心機一転して新しくカメラを始めようという人も多いんじゃな

いかな。そんなビギナーの人に向けて、写真の基本からチョコっとした

応用までを教える写真学校が本日オープンしたよ。さてさて、どんな生

徒さんが来るのでしょうか…。�

● 小型で軽量�
● オシャレなデザインと色�
● 操作がカンタン�
● 自動で顔にピントを合わせられる�
● シーンに合わせた豊富な撮影モード�
● 静止画と動画の撮影�

カメラを箱から出したらバッテリーの充電。
購入時もある程度は充電されていますが、
しっかり充電しよう。多少時間がかかる
ので、その間に説明書を見て勉強すると
イイね！充電が終わったらカメラにレン
ズを取り付け、バッテリーやメモリカードを
装着。�

● 常にバッグに入れて持ち歩きたい人�
● 簡単＆気軽に撮影を楽しみたい人�
● 一眼レフカメラのサブカメラ的に使いたい人�

�

これから2年間10回シリーズで、みんなと一緒に勉強してゆく仲間です。ヨロシクね！�

1回目は超基本から。�

撮影する前におさえて�

おこう。�

● レンズ交換ができる�
● 高精細な画像�
● 露出やカメラの設定を変えられる�
● 起動時間やフォーカス速度が早い�
● 高感度撮影でも綺麗な画像�
● 高速連続撮影が可能�

デジタルカメラだけを買っても、すぐには
撮影できません。撮影した画像を記録・
保存するためにメモリカード（記録メディ
アとも言います）が必要。カメラによっ
て使うメモリカードの種類が異なるので、
購入するときは注意してね。�

左から「CFカード」「SDカード」。記録容量の数値が
大きいほどたくさん画像を記録することができるんだ。�

充電器にコードを取り付け、バッ
テリーをセットする。充電が完了
すると信号が点灯するよ。�

特徴� 特徴�

フィルムカメラとちがってデジタルカメラは
たくさん撮れるから、どんどん撮ろう。�

慣れるまでは光やシャッター速度
などを自動調整してくれる［フルオー
トモード］の撮影がオ ススメ。�

左から「ハードディスクドライブ」
「DVD-R ディスク」。ハードディス
クドライブは専用USBケーブルを使っ
てパソコンと繋いで使用するんだ。�

撮影画像の中で、良いものをセレクト。
ニコンには「ViewNX」という画像閲覧
ソフトがあり、無償でダウンロードするこ
とができ、画像を簡単に調整する機能
やプリント機能も搭載してあるから便利
だよ。本格的な画像処理をした人は
「Capture NX2」（有料／60日間・1回の

無料トライアルあり）というソフトもあるから
使ってみて。�

「ViewNX」では画像の露出状
態やピントのチェックも可能。また、
画像編集やプリントもできるよ。�

画像を調整したら綺麗にプリントしよう。方法は
次の２つ。�

写真はスキャナー機能もついた複合機とよばれる
プリンタ。メモリカードを直接挿入orカメラとプリン
タをUSB ケーブルで接続すれば、ダイレクトプリント
可能。もちろんパソコンに接続しても使えるよ。�

パソコン本体に保存していると、もし
故障したら画像データを取り出せな
くなる恐れがあるよ。�

撮影画像はメモリカードに自動的に記
録される。撮影が終わったら画像デー
タをそのままカードに残しておかず保存
しよう。保存にはパソコンを使うけれど、�
画像はパソコン本体(ハードディスクドラ
イブ)に保存せず、外付けハードディスクド
ライブか、CD-RやDVD-R に保存しよう。�

デジタルカメラは、大きく分けて「コンパクトタイプ」と「一眼レフタイプ」の２種類。特徴とオススメタイ
プを参考に、自分に合ったものを選んでね。写真学校では、一眼レフタイプのデジタルカメラを使って
勉強するよ。�

神奈川県川崎市生まれ。東海大学工学
部生産機械工学科卒業。重機械メーカー
の設計エンジニアを経て、写真家・内田
隆章氏に師事しカメラマンに転身。
1996年フォト・デザイン会社ケー・エス・
ワン設立。撮影分野は、風景、スナップ、
静物、ポートレート、スポーツさらには水中
までオールラウンド。現在、広告(web 関
連含む)、雑誌(月刊カメラマン)で活動中。    
日本写真芸術学会(JSAHP)会員。�

講師／斉藤勝則（さいとう・かつのり）�

トライアル版�

http://www.nikon-image.com/jpn/�
products/software/capturenx2/

注

意

�
画像データ（JPEG）を写真店で�
プリントしてもらう�

パソコンとプリンタを使って、�
自分でプリント�

● いろいろなレンズを使って撮影したい人�
● 細かな描写の写真を撮りたい人�
● 暗いところでも綺麗な写真を撮りたい人�
● 動きの速い被写体を撮りたい人�

はじめまして。�
写真をきちんと学びたいので入学しました。�
みなさん一緒に頑張りましょう。�

さあ、これでデジタル写真の超基本
はわかったね。�

みんなもニコちゃんやトップくんに�

負けないように頑張っていこうね！�

ちわ～っす！�
斉藤先生、早く写真のコト
を教えてよ！ �
すぐにウマくなりたいんだ～�
（そうすればニコちゃんだって、
俺のこと…）�

次回は、お待ちかねの�

説明します。お楽しみにね。�

を�

優等生でマジメな女の子。�
中学時代から写真が大好き。…実はメガネを
外すとスッゴい美人だったりする。�

生徒 ニコちゃん�（高校1年生）�

写真の経験はほとんどなし。�
勉強より遊ぶコトが大好きだが、一目ボレした
ニコちゃんを追って写真スクールへ入学。�

生徒 トップくん�（高校1年生）�

みんなこれからヨロシクね！�
僕のスクールに今日から�
新入生が入ったよ。�

校長 斉藤先生�
写真のことならなんでも
お任せ！のフォトグラファー。�
“ビギナーにもわかりや
すい指導”がモットー。�



フレンズアイは、みんなに役立つ情報を紹介するコーナーです。投稿も熱烈

大歓迎！ 写真展の告知に、部活動の自慢・相談。「この写真集、とにかくイイ

から見て（興奮）!!」なんて報告もOKです。この場を利用して全国に情報を

ガンガン発信しちゃってください。たくさんの投稿、待ってますよ～。�

3月31日（火）～4月6日（月）、ニコンサロンbis（東京・新宿）で

“2008年「TopEyeフォトフォトサロン入賞作品展」”を開催

しました！ 会場には、2008年2-3月号から2008年12-1月号の

「フォトフォトサロン」「先生だけのフォトフォトサロン」の入賞作

品全45点がズラリと勢ぞろい。現役TopEye世代の中高生や、

昔 （々！）にTopEye世代だったベテラン写真ファンまで、幅広

い層の写真愛好家たちの目を楽しませました。�

そして、写真展の開催期間中に、ビッグイベントがもうひとつ。

“2008年「TopEyeフォトフォトサロン年間賞」”の表彰式を

執り行いました。年間賞ではフォトフォトサロンの入賞作品数

などを学校ごとに加点し評価。2008年は、最優秀賞・千葉県

立柏南高等学校、優秀賞・八代白百合学園高等学校（熊本県）、

敢闘賞・新潟県立松代高等学校が選ばれました。式典には、

各校の部長さん・顧問の先生をお招きし、副賞のカメラと賞状、

楯を授与。フォトフォトサロン審査員の大西先生はじめ会場に

駆けつけたギャラリーが、三校の健闘と努力を拍手で称えました。�
春を迎えたばかりなのに、「今年の夏休みはどうやって過

ごそうかな～」なんて早くも考えているソコの君！ 夏には、

ある楽しいイベントが行われるので要チェックです。それは

「高等学校総合文化祭」！ 文系クラブが全国から集う恒

例の大祭典が、今年は三重県で行われます。写真部は

じめ様々な文系クラブ部員が会し成果を発表するほか、

お楽しみイベントがザックザク。同年代の写真が数百点も

見られたり、全国の写真部員と交流できたり、写真ズキに

はたまらないイベントです。今年の夏の計画に入れてみては？�

宛

先

�

t o p e y e＠ n i k o n o a . n e tma i l  add ress
※ご応募いただいた方の個人情報を他の目的で使用することはございません。�

学校の自慢や写真展の告知、カメラについての悩みなど、どんなテーマでもOKです！ 以下の項目を明記して編集部までお送りください。�
掲載者には、�
素敵な記念品�
をプレゼント！�① コーナー名�

② 写真キャプションまたはコメント�
③ 学校名とクラブ名  �
④ あなたの住所 

〒104-0045�
東京都中央区築地1-5-11 築地KBビル4F�

（株）アドバタイズ  TopEye編集部宛�
FAX （03）5148-0566

⑤ 氏名  �
⑥ 電話番号  �
⑦ 使用可能なメールアドレス  �
⑧ トップアイの感想・要望 など�

※日程・時間は予定です。変更となる場合がございます。�

TopEyeホームページ�

前号でお知らせしたとおり、2009年4月1日に「Nikon College（ニコンカ

レッジ）」が開講しました！ 「Nikon College」とは、これまで「ニコン塾」の

名で親しまれてきた株式会社ニコンイメージングジャパン主催の写真

教室が、さらにパワーアップしたもの。講座数の増加やカリキュラムの改

善など、より良い教室をめざして様々な計画を

立てていますので、どうぞお楽しみに。また、

「Nikon College」の開講にともない、フォトフォ

トサロン入賞作品を掲載しているTopEyeホー

ムページアドレスが下記のとおり変更になりま

した。3月からはTopEyeのバックナンバーも

掲載しています。LET’S アクセス！�

www.nikon-image.com/jpn/activity/
nikoncollege/contest/topeye/

「TopEye出張デジタル写真塾」の様子�

（上左）賞状と楯をもって、記念写真をパチリ。�
（下左）表彰式後の懇親会では、たくさんの大人に話しかけられて、ちょっとドキドキ。 �
（下右）大西みつぐ先生の即席写真講座スタート。フムフム…と真剣に聞き入ります。�

私たちの部の作品もあります！�
見に来てくださーい！�
（by2008年・年間賞受賞校）�

写真部会場には全国から集まった10代カメラマン達の姿が（写真は昨年の高総文祭）。�

内 容 �
�
対 象 者 �
�
講 習 日 �
講習時間�
講習会場�
�
使用機材�
�
�
参加人数�

デジタル写真講座、デジタルプリント講座、�

デジタル一眼レフ体験、プリント実習�

中学・高等学校の写真部員（写真部に準ずる部でも可）

および顧問の先生�

ご相談のうえ、決定させていただきます。�

午後1時～午後5時または午前10時～午後3時（予定）�

ご希望の地区でプロジェクタを使用できる会場を

ご用意ください。�

デジタル一眼レフカメラ、プリンター�

協力予定：エプソン販売（株）�

�

20～40名�

期 間 �
会 場 �
ホームページ�

7月29日（水）～8月2日（日）�
三重県内の各会場�
www.pref.mie.jp/MIESOBUN

7/29～7/31、写真部門会場にニコンブースを設営します。�

“2008年「TopEyeフォトフォトサロン入賞作品展」”＆写真セミナー（予定）

を行いますので、ぜひ覗いてください。�

ニコントップアイ編集部（株式会社ニコンイメージングジャパン）�
E-mail ： topeye@nikonoa.net

「デジタル写真をきち

んと学びたいな…」と

考えている写真部の

みなさん。「TopEye

出張デジタル写真ゼ

ミ」を受講してみては

いかがですか？ この

写真塾は、TopEye

編集部がカメラとプリンタを携えてあなたの街を訪問し、

デジタル写真の基本をレクチャーする好評企画です。

デジタル写真の基礎からデジタル一眼レフ撮影体験・

プリントまで、濃～い内容でみんなを写真漬けにしちゃい

ます。興味のある学校は下記お問い合わせ先まで。�

※詳細についてはホームページでご確認ください。�

お問い�
合わせ�

今年創刊30周年を迎えたTopEye。創刊号から現在まで30

年にわたって続く人気コーナーが「視想講座」です。写真家が

自らの写真観について語るこのコーナーに、登場した写真家は

なんと244人！ 日本写真界をリードする錚々たる方々が誌面を

飾ってくださっています。�

そしてこのたびTopEye創刊30周年を記念して、視想講座の

メモリアルエディション「時代を紡ぐ言葉たち」が

完成。30年の歴史のなかでとりわけ印象ぶかい28編を選んで

再編集・再録しました。自分のスタイルで時代を写し続けてき

た28人のプロフェッショナルたちが紡ぐ言葉たちは、写真の道

を歩む後輩の胸にギンギンに響くものばかり。今回のTopEye

に同封してお届けしていますので、ぜひぜひ読んでください。�

※機材はこちらでご用意します。�

※複数校合同・都道府県高写連単位でのお申し込みも大歓迎です。�
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●付属品：Li-ionリチャージャブルバッテリー EN-EL9a、クイックチャージャー MH-23、アイピースキャップ DK-5、接眼目当て DK-24、
USBケーブル UC-E6、オーディオビデオケーブル EG-CP14、ストラップ AN-DC3、アクセサリーシューカバー BS-1、ボディーキャップ、
Software Suite CD-ROM�
●大きさ：約127 （W）×104（H）×80（D）mm�
●質量（重さ）：約560g（バッテリー、SDメモリーカード、ボディーキャップを除く）�

スケジュールは変更になる場合があります。詳しくは各サロンにお問い合わせください。�

有野永霧「日本人景 温泉川」�

第28回土門拳賞受賞作品展�

村上修一「奇祭―トカラ列島・悪石島―」�

東京写真月間2009�

アジアの写真家たち2009 マレーシア�

「A NEW WAVE OF RESPONSIVE IMAGES」�

志方源太郎「大阪人生」�

4 / 1 5～4 / 2 8�

4 / 2 9～5 / 1 2�

5 / 1 3～5 / 2 6�

5 / 2 7 ～ 6 / 9 �

�

�

6 / 1 0～6 / 2 3

●�

●�

●�

●�

�

�

●�

デジスコ倶楽部 第6回デジスコ写真展�

東日本読売写真クラブ �

2009東日本読売写真クラブ連合展�

田中淳市「丸・竹・夷…」�

杉江輝美「こざる物語」�

第5期ニコン・ヤマケイ写真塾入賞作品展�

ニッコールクラブ城北支部 �

第4回見飽きない写真展�

桑田 太「庭端」�

4 / 1 4～4 / 2 0�

4 / 2 1～4 / 2 7�

�

5 / 5 ～ 5 / 1 1 �

5 / 1 2～5 / 1 8�

5 / 1 9～5 / 2 5�

5 / 2 6 ～ 6 / 1 �

�

6 / 9 ～ 6 / 1 5

●�

●�

�

●�

●�

●�

●�

�

●�

Juna21 伊津見総一郎「水の上のボート」�

             渡辺友規「be above ground」�

Jui「CAOSMOS」�

6 / 2 ～ 6 / 8 �

�

6 / 9 ～ 6 / 2 2

●�

�

●�

太田順一「父の日記」�

菊池東太�

「白亜紀の海 －海底にあったアメリカ－」�

4 / 9 ～ 4 / 2 2 �

4 / 2 3～4 / 2 9

●�

●�

Juna21 大丸剛史「東京タワー」�

             谷井隆太「ものみゆさん」�

Juna21 桑原久美子「いき」�

             今江 洋「Subtle Perception」�

有野永霧「日本人景 温泉川」�

大阪写真月間2009「写真家150人の一坪展」�

第28回土門拳賞受賞作品展�

4 / 3 0 ～ 5 / 6 �

�

5 / 7 ～ 5 / 1 3 �

�

5 / 1 4～5 / 2 7�

5 / 2 8 ～ 6 / 3 �

6 / 4 ～ 6 / 1 7

●�

�

●�

�

●�

●�

●�

山本待子  「『沖島』～羊水に浮かぶ島」�

栗山 豊「貴船神楽の里」�

2008年TopEyeフォトフォトサロン入賞作品展�

桜井智子「対峙」�

デジスコ倶楽部 第6回デジスコ写真展�

平野幸彦「祇園 白川 たつみ橋」�

ニッコールクラブキャッスル大阪支部�

「大阪城物語」�

大阪写真月間2009�

「大阪写真月間 ハイスクールフォトアワード」�

4 / 1 6～4 / 2 2�

4 / 2 3～4 / 2 9�

4 / 3 0 ～ 5 / 6 �

5 / 7 ～ 5 / 1 3 �

5 / 1 4～5 / 2 0�

5 / 2 1～5 / 2 7�

5 / 2 8～6 / 1 0�

�

6 / 1 1～6 / 1 7

●�

●�

●�

●�

●�

●�

●�

�

●�

加藤文彦「屋久島 山水」�

石田一生�

「ゆきつ、もどりつ。［湯布院－東京2008］」�

Juna21 Gim Eun Ji「ETHER」�

             村田卓也 「住み慣れた家」�

伊藤進哉「Ireland－聖なる島へ－」�

第15回酒田市土門拳文化賞受賞作品展�

宮崎 豊「A Landscape Outside The Window」�

4 / 1 4～4 / 2 0�

4 / 2 1～4 / 2 7�

�

4 / 2 8 ～ 5 / 4 �

�

5 / 5 ～ 5 / 1 1 �

5 / 1 2～5 / 2 5�

5 / 2 6 ～ 6 / 1

●�

●�

�

●�

�

●�

●�

●�

�

5月1日�
発売予定�

高性能を凝縮したコンパクトボディ、�

バリアングル液晶モニター、そして動画撮影。�

10代カメラマンの柔軟な発想に応える1台、新登場。�

Ｌｅｎｓｅｓ＆Ａｃｃｅｓｓｏｒｙ�

希望小売価格 ： ￥112,000（税込￥117,600）�

● ケースCL-1118（付属）  ● フード HB-23（付属）�

※D5000でオートフォーカスを使用するには、モーター内蔵の�
   AF-S、AF-Iレンズが必要です。�

5月1日�
発売予定�

価格 ： オープンプライス�

■ D5000レンズキット�

■ D5000ダブルズームキット�

価格 ： オープンプライス�
レンズキット内容 ： D5000、�
AF-S DX NIKKOR 18-55mm F3.5-5.6G VR

価格 ： オープンプライス�
ダブルズームキット内容 ： D5000、�
AF-S DX NIKKOR 18-55mm F3.5-5.6G VR、�
AF-S DX VR Zoom-Nikkor 55-200mm F4-
5.6G（IF）�

バリアングル液晶モニター搭載�

液晶モニターの角度を自由に�
変えられます。�

ライブビュー撮影、Dムービー撮影が�
もっと楽しくなります。�

テイタン�

デジタル一眼レフカメラ�NEW


